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1 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

青字：島根 2 号及び柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機(本体)と柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機との差異 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

   

  

1. 概要 

 本資料は，防護すべき設備に対して，発電用原子炉施

設内で発生を想定する溢水の影響により，防護すべき設

備が要求される機能を損なうおそれがないことを評価

する。 

1. 概要 

本資料は，防護すべき設備に対して，発電用原子炉施

設内で発生を想定する溢水の影響により，防護すべき

設備が要求される機能を損なうおそれがないことを評

価する。 

・差異なし 

 

 また，放射性物質を含む液体を内包する容器，配管そ

の他の設備からあふれ出ることを想定する放射性物質

を含む液体が，管理区域外へ漏えいしないことを評価す

る。 

また，放射性物質を含む液体を内包する容器，配管そ

の他の設備からあふれ出ることを想定する放射性物質

を含む液体が，管理区域外へ漏えいしないことを評価

する。 

 

   

 

2. 溢水評価 

 発電用原子炉施設内で発生を想定する溢水の影響に

より，防護すべき設備が要求される機能を損なうおそれ

がないことを評価する。また，使用済燃料貯蔵プールの

スロッシング後による水位低下を考慮しても，使用済燃

料貯蔵プールの冷却機能及び給水機能が確保でき，適切

な水温及び遮蔽水位を維持できることを評価する。 

 

2. 溢水評価 

発電用原子炉施設内で発生を想定する溢水の影響に

より，防護すべき設備が要求される機能を損なうおそ

れがないことを評価する。また，使用済燃料貯蔵プール

のスロッシング後による水位低下を考慮しても，使用

済燃料貯蔵プールの冷却機能及び給水機能が確保で

き，適切な水温及び遮蔽水位を維持できることを評価

する。 

 

 

 溢水評価において，放射性物質を含む液体を内包する

容器，配管その他の設備からあふれ出ることを想定する

放射性物質を含む液体が，管理区域外へ漏えいするおそ

れがないことを評価する。 

溢水評価において，放射性物質を含む液体を内包す

る容器，配管その他の設備からあふれ出ることを想定

する放射性物質を含む液体が，管理区域外へ漏えいす

るおそれがないことを評価する。 

 

 

 評価で期待する浸水防護施設は，Ⅴ-1-1-9-1「溢水等

による損傷防止の基本方針」に記載する設備とし，溢水

源及び溢水量の設定並びに溢水防護区画及び溢水経路

の設定は，Ⅴ-1-1-9-3「溢水評価条件の設定」によるも

のとする。 

評価で期待する浸水防護施設は，Ⅵ-1-1-9-1「溢水等

による損傷防止の基本方針」に記載する設備とし，溢水

源及び溢水量の設定並びに溢水防護区画及び溢水経路

の設定は，Ⅵ-1-1-9-3「溢水評価条件の設定」によるも

のとする。 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

 

 

 また，重大事故等対処設備のうち可搬設備について

は，保管場所における溢水影響を評価する。 

また，重大事故等対処設備のうち可搬設備について

は，保管場所における溢水影響を評価する。 

 

 

 溢水評価を行うに当たり防護対策として期待する溢

水防護に関する施設の設計方針については，Ⅴ-1-1-9-5

「溢水防護に関する施設の詳細設計」に示す。 

 

溢水評価を行うに当たり防護対策として期待する溢

水防護に関する施設の設計方針については，Ⅵ-1-1-9-

5「溢水防護に関する施設の詳細設計」に示す。 

 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 
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2.1 防護すべき設備を内包する建屋内及びエリア内か

らの溢水に対する評価 

2.1 防護すべき設備を内包する建屋内及びエリア内

からの溢水に対する評価 

・差異なし 

   

  

2.1.1 没水影響に対する評価 

(1) 評価方法 

2.1.1 没水影響に対する評価 

(1) 評価方法 

 

 

 溢水源，溢水量，溢水防護区画及び溢水経路から算出

される溢水水位と防護すべき設備の要求される機能を

損なうおそれがある高さ（以下「機能喪失高さ」という。）

を比較し評価する。没水影響評価に用いる溢水水位の算

出は，評価ガイドを踏まえ，漏えい発生区画とその経路

上の溢水防護区画の全てに対して行う。 

溢水源，溢水量，溢水防護区画及び溢水経路から算出

される溢水水位と機能喪失高さを比較し評価する。没

水影響評価に用いる溢水水位の算出は，評価ガイドを

踏まえ，漏えい発生区画とその経路上の溢水防護区画

の全てに対して行う。 

・記載の適正化 

（「機能喪失高さ」については，Ⅵ-1-1-9-1「溢水等に

よる損傷防止の基本方針」にて定義していることか

ら，記載を適正化） 

 

  

 

 

 

 溢水水位（H）は，以下の式に基づいて算出する。水上

高さ＊が溢水防護区画にある場合には，保守的に水上高

さ分の滞留量は考慮せず，現場測定値から水上高さ分を

差し引いた高さを機能喪失高さとし，溢水水位と比較す

る。 

 注記＊：床勾配の下端から上端までの高さ（建屋設計

では最大 75mm） 

溢水水位（H）は，以下の式に基づいて算出する。水

上高さ＊が溢水防護区画にある場合には，保守的に水

上高さ分の滞留量は考慮せず，現場測定値から水上高

さ分を差し引いた高さを機能喪失高さとし，溢水水位

と比較する。 

注記＊：床勾配の下端から上端までの高さ（建屋設計

では最大 75mm）。 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

H＝Q/A 

H：溢水水位（m） 

Q：流入量（m3） 

設定した溢水量及び溢水経路に基づき評価対象区画へ

の流入量を算出する。 

A：滞留面積（m2） 

H＝Q/A 

H：溢水水位（m） 

Q：流入量（m3） 

設定した溢水量及び溢水経路に基づき評価対象区画へ

の流入量を算出する。 

A：滞留面積（m2） 

 

  評価対象区画内と溢水経路に存在する区画の総面積

を滞留面積として評価する。滞留面積は，壁及び床の盛

り上がり（コンクリート基礎等）範囲を除く有効面積を

滞留面積とする。 

評価対象区画内と溢水経路に存在する区画の総面積

を滞留面積として評価する。滞留面積は，壁及び床の盛

り上がり（コンクリート基礎等）範囲を除く有効面積を

滞留面積とする。 
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(2) 判定基準 

 没水影響に関する判定基準は，以下に示すいずれかを

満足していることで要求される機能を損なわない。 

(2) 判定基準 

没水影響に関する判定基準は，以下に示すいずれか

を満足していることで要求される機能を損なわない。 

・差異なし 

 

  

 

a. 発生した溢水による水位が，防護すべき設備の機能

喪失高さを上回らないこと。このとき，溢水による水位

の算出に当たっては，流入状態，溢水源からの距離，溢

水の滞留した領域を人員が移動すること等による一時

的な水位変動を考慮し，保有水量や伝播経路の設定にお

いて十分な保守性を確保するとともに，人員のアクセス

ルートにおいて発生した溢水による水位に対して 50mm

以上の裕度を確保する。さらに，溢水防護区画への資機

材の持ち込み等による床面積への影響を考慮する。 

 

 機能喪失高さについては，防護すべき設備の各付属品

の設置状況も踏まえ，没水によって安全機能を損なうお

それのある最低の高さを設定する。 

a. 発生した溢水による水位が，防護すべき設備の機

能喪失高さを上回らないこと。このとき，溢水による水

位の算出に当たっては，流入状態，溢水源からの距離，

溢水の滞留した領域を人員が移動すること等による一

時的な水位変動を考慮し，保有水量や伝播経路の設定

において十分な保守性を確保するとともに，人員のア

クセスルートにおいて発生した溢水による水位に対し

て 50mm以上の裕度を確保する。さらに，溢水防護区画

への資機材の持ち込み等による床面積への影響を考慮

する。 

機能喪失高さについては，防護すべき設備の各付属

品の設置状況も踏まえ，没水によって安全機能を損な

うおそれのある最低の高さを設定する。 

 

 

 

b. 防護すべき設備のうち溢水防護対象設備について

は，多重性又は多様性を有しており，各々が同時に溢水

の影響を受けないような別区画に設置され，同時に安全

機能を損なうことのないこと。その際，溢水の影響によ

り原子炉に外乱が及び，かつ，安全保護系，原子炉停止

系の作動を要求される場合には，その溢水の影響を考慮

した上で，安全評価指針に基づき必要な機器の単一故障

を考慮し，発生が想定される運転時の異常な過渡変化又

は設計基準事故について安全解析を行うこと。 

b. 防護すべき設備のうち溢水防護対象設備について

は，多重性又は多様性を有しており，各々が同時に溢水

の影響を受けないような別区画に設置され，同時に安

全機能を損なうことのないこと。その際，溢水の影響に

より原子炉に外乱が及び，かつ，安全保護系，原子炉停

止系の作動を要求される場合には，その溢水の影響を

考慮した上で，安全評価指針に基づき必要な機器の単

一故障を考慮し，発生が想定される運転時の異常な過

渡変化又は設計基準事故について安全解析を行うこ 

と。 

 

 

 

c. 防護すべき設備のうち重大事故防止設備について

は，没水影響により設計基準対象施設の安全機能と同時

にその機能が損なわれる恐れのないこと，重大事故等対

処設備であって重大事故防止設備ではない設備は，修復

性等も考慮の上，できる限り内部溢水に対する頑健性を

確保すること及び設計基準対処施設の機能に期待せず

に，重大事故等対処設備によりプラントの安全性に関す

る主要な機能（未臨界移行，燃料冷却，格納容器除熱及

び使用済燃料貯蔵プール注水）が喪失することがないこ

c. 防護すべき設備のうち重大事故防止設備について

は，没水影響により設計基準対象施設の安全機能と同

時にその機能が損なわれる恐れのないこと，重大事故

等対処設備であって重大事故防止設備ではない設備

は，修復性等も考慮の上，できる限り内部溢水に対する

頑健性を確保すること及び設計基準対処施設の機能に

期待せずに，重大事故等対処設備によりプラントの安

全性に関する主要な機能（未臨界移行，燃料冷却，格納

容器除熱及び使用済燃料貯蔵プール注水）が喪失する
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と。 ことがないこと。 

   

 

(3) 評価結果 

 防護すべき設備が，没水影響に関する判定基準のいず

れかを満足することから，要求される機能を損なうおそ

れはない。具体的な評価結果を第 2－1表に示す。 

 

(3) 評価結果 

防護すべき設備が，没水影響に関する判定基準のい

ずれかを満足することから，要求される機能を損なう

おそれはない。具体的な評価結果を表 2－1に示す。 

 

 

 

・表現上の差異 

  

 

 

 

 

 

 

第 2－1表 没水影響評価結果 

 

 

 

 

 

表 2－1 没水影響評価結果 

 

・表現上の差異 

 

・プラント固有条件の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 
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第 2－1表 没水影響評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－1 没水影響評価結果 

 

・表現上の差異 

 

・プラント固有条件の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 
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第 2－1表 没水影響評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－1 没水影響評価結果 

 

・表現上の差異 

 

・プラント固有条件の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 
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第 2－1表 没水影響評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－1 没水影響評価結果 

 

・表現上の差異 

 

・プラント固有条件の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 
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第 2－1表 没水影響評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－1 没水影響評価結果 

 

 

・表現上の差異 

 

・プラント固有条件の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 
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2.1.2 被水影響に対する評価 

(1) 評価方法 

 被水影響については，溢水源からの直線軌道及び放物

線軌道の飛散による被水，並びに天井面の開口部又は貫

通部からの被水の影響を受ける範囲内にある防護すべ

き設備が被水により要求される機能を損なうおそれが

ないことを評価する。 

2.1.2 被水影響に対する評価 

(1) 評価方法 

 被水影響については，溢水源からの直線軌道及び放

物線軌道の飛散による被水，並びに天井面の開口部又

は貫通部からの被水の影響を受ける範囲内にある防護

すべき設備が被水により要求される機能を損なうおそ

れがないことを評価する。 

 

 

 なお，飛散距離については，評価ガイドでは管内圧力

及び重力を考慮した弾道計算モデルが示されているが，

本評価では防護対象機器から直視できる範囲に溢水源

となりうる機器が存在する場合は，この機器からの飛散

距離内にあるものとする。被水影響範囲の考え方を第 2

－1図に示す。 

なお，飛散距離については，評価ガイドでは管内圧力

及び重力を考慮した弾道計算モデルが示されている

が，本評価では防護対象機器から直視できる範囲に溢

水源となりうる機器が存在する場合は，この機器から

の飛散距離内にあるものとする。被水影響範囲の考え

方を図 2－1に示す。 
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第 2－1図 被水影響範囲の考え方 

 

図 2－1 被水影響範囲の考え方 
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(2) 判定基準 

 被水影響に関する判定基準を以下に示す。 

a. 「ＪＩＳ Ｃ ０９２０ 電気機械器具の外郭によ

る保護等級（IPコード）」における第二特性数字 4以上

相当の保護等級を有すること。 

(2) 判定基準 

被水影響に関する判定基準を以下に示す。 

a. 「ＪＩＳ Ｃ ０９２０ 電気機械器具の外郭に

よる保護等級（IPコード）」における第二特性数字 4以

上相当の保護等級を有すること。 

 

 b. 防護すべき設備のうち設計基準事故対処設備等に

ついては，多重性又は多様性を有しており，各々が別区

b. 防護すべき設備のうち設計基準事故対処設備等に

ついては，多重性又は多様性を有しており，各々が別区
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画に設置され，同時に要求される機能を損なうことのな

いこと。 

画に設置され，同時に要求される機能を損なうことの

ないこと。 

 

 その際，溢水の影響により原子炉に外乱が及び，かつ，

安全保護系，原子炉停止系の作動を要求される場合に

は，その溢水の影響を考慮した上で，安全評価指針に基

づき必要な機器の単一故障を考慮し，発生が想定される

運転時の異常な過渡変化又は設計基準事故について安

全解析を行うこと。 

その際，溢水の影響により原子炉に外乱が及び，か

つ，安全保護系，原子炉停止系の作動を要求される場合

には，その溢水の影響を考慮した上で，安全評価指針に

基づき必要な機器の単一故障を考慮し，発生が想定さ

れる運転時の異常な過渡変化又は設計基準事故につい

て安全解析を行うこと。 

 

 

 

c. 実機での被水条件を考慮しても，要求される機能を

損なわないことを被水試験等により確認した保護カバ

ーやパッキン等による被水防護措置がなされているこ

と。 

c. 実機での被水条件を考慮しても，要求される機能

を損なわないことを被水試験等により確認した保護カ

バーやパッキン等による被水防護措置がなされている

こと。 

 

 

 

d. 防護すべき設備のうち重大事故防止設備について

は，被水影響により設計基準対象施設の安全機能と同時

にその機能が損なわれる恐れのないこと，重大事故等対

処設備であって重大事故防止設備ではない設備は，修復

性等も考慮の上，できる限り内部溢水に対する頑健性を

確保すること及び設計基準対処施設の機能に期待せず

に，重大事故等対処設備によりプラントの安全性に関す

る主要な機能（未臨界移行，燃料冷却，格納容器除熱及

び使用済燃料貯蔵プール注水）が喪失することがないこ

と。 

d. 防護すべき設備のうち重大事故防止設備について

は，被水影響により設計基準対象施設の安全機能と同

時にその機能が損なわれる恐れのないこと，重大事故

等対処設備であって重大事故防止設備ではない設備

は，修復性等も考慮の上，できる限り内部溢水に対する

頑健性を確保すること及び設計基準対処施設の機能に

期待せずに，重大事故等対処設備によりプラントの安

全性に関する主要な機能（未臨界移行，燃料冷却，格納

容器除熱及び使用済燃料貯蔵プール注水）が喪失する

ことがないこと。 

 

   

  

 

(3) 評価結果 

 防護すべき設備が判定基準のいずれかを満足するこ

とから，被水影響を受けて要求される機能を損なうおそ

れはない。 

 具体的な評価結果を第 2－2表に示す。 

(3) 評価結果 

防護すべき設備が判定基準のいずれかを満足するこ

とから，被水影響を受けて要求される機能を損なうお

それはない。 

具体的な評価結果を表 2－2に示す。 
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2.1.3 蒸気影響に対する評価 

(1) 評価方法 
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(1) 評価方法 

 

 

a. 蒸気環境評価 

 発生を想定する蒸気が，防護すべき設備に与える影響

を評価する。 

a. 蒸気環境評価 

発生を想定する蒸気が，防護すべき設備に与える影

響を評価する。 

 

 

 蒸気影響を及ぼす可能性のある高温配管は，Ⅴ-1-1-

9-3「溢水評価条件の設定」にて抽出された高エネルギ

ー配管のうち，「（a） 評価対象系統について」にて示す

漏えい蒸気から防護すべき設備に対する影響を評価す

る。 

蒸気影響を及ぼす可能性のある高温配管は，Ⅵ-1-1-

9-3「溢水評価条件の設定」にて抽出された高エネルギ

ー配管のうち，「（a） 評価対象系統について」にて示

す漏えい蒸気から防護すべき設備に対する影響を評価

する。 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

 

 (a) 評価対象系統について 

 蒸気影響を評価する系統の抽出については，高エネル

ギー配管のうち，配管内に流れる溢水源が蒸気の状態で

ある系統について抽出する。 

(a) 評価対象系統について 

蒸気影響を評価する系統の抽出については，高エネ

ルギー配管のうち，配管内に流れる溢水源が蒸気の状

態である系統について抽出する。 

 

   

   

   

  

イ．原子炉隔離時冷却系（駆動蒸気系） 

ロ．高圧代替注水系（駆動蒸気系） 

ハ．原子炉冷却材浄化系 

ニ．復水及び給水系 

ホ．給水加熱器ドレン系 

ヘ．所内蒸気系 

イ. 原子炉隔離時冷却系（駆動蒸気系） 

ロ. 高圧代替注水系（駆動蒸気系） 

ハ. 原子炉冷却材浄化系 

ニ. 復水及び給水系 

ホ. 給水加熱器ドレン系 

ヘ. 所内蒸気系 

 

 

 

(b) 蒸気拡散影響に対する評価 

 安全解析にて実施する主蒸気配管破断事故による影

響評価に包絡される系統ついては，建設時に設定した環

境条件が蒸気影響を考慮した条件となっていることか

ら，溢水影響評価における蒸気影響に対する評価は，建

設時に設定した各建屋の環境条件に適合していること

をⅤ-1-1-7「安全設備及び重大事故等対処設備が使用さ

れる条件の下における健全性に関する説明書」にて確認

する。 

 

 

(b) 蒸気拡散影響に対する評価 

安全解析にて実施する主蒸気配管破断事故による影

響評価に包絡される系統ついては，建設時に設定した

環境条件が蒸気影響を考慮した条件となっていること

から，溢水影響評価における蒸気影響に対する評価は，

建設時に設定した各建屋の環境条件に適合しているこ

とをⅥ-1-1-7「安全設備及び重大事故等対処設備が使

用される条件の下における健全性に関する説明書」に

て確認する。 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

 



 

71 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

青字：島根 2 号及び柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機(本体)と柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機との差異 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

  また，所内蒸気系については，Ⅴ-1-1-9-3「溢水評価

条件の設定」において評価範囲としたタービン建屋内の

復水器を設置するエリアにおいて評価を実施し，所内蒸

気系の温度がそのまま区画内を充満することとして蒸

気影響を評価する。 

また，所内蒸気系については，Ⅵ-1-1-9-3「溢水評価

条件の設定」において評価範囲としたタービン建屋内

の復水器を設置するエリアにおいて評価を実施し，所

内蒸気系の温度がそのまま区画内を充満することとし

て蒸気影響を評価する。 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

 

・差異なし 

   

  

 

 

(2) 判定基準 

 蒸気影響に関する判定基準を以下に示す。 

a. 漏えい蒸気による環境条件（温度及び湿度）が，机

上評価によって溢水防護対象設備の健全性が確認され

ている条件を超えないこと。 

(2) 判定基準 

蒸気影響に関する判定基準を以下に示す。 

a. 漏えい蒸気による環境条件（温度及び湿度）が，机

上評価によって溢水防護対象設備の健全性が確認され

ている条件を超えないこと。 

 

 

 

b. 防護すべき設備のうち設計基準事故対処設備等に

ついては，多重性又は多様性を有しており，各々が同時

に溢水の影響を受けないような別区画に設置され，同時

に要求される機能を損なうことのないこと。 

b. 防護すべき設備のうち設計基準事故対処設備等に

ついては，多重性又は多様性を有しており，各々が同時

に溢水の影響を受けないような別区画に設置され，同

時に要求される機能を損なうことのないこと。 

 

 

 その際，溢水の影響により原子炉に外乱が及び，かつ，

安全保護系，原子炉停止系の作動を要求される場合に

は，その溢水の影響を考慮した上で，安全評価指針に基

づき必要な機器の単一故障を考慮し，発生が想定される

運転時の異常な過渡変化又は設計基準事故について安

全解析を行うこと。 

その際，溢水の影響により原子炉に外乱が及び，か

つ，安全保護系，原子炉停止系の作動を要求される場合

には，その溢水の影響を考慮した上で，安全評価指針に

基づき必要な機器の単一故障を考慮し，発生が想定さ

れる運転時の異常な過渡変化又は設計基準事故につい

て安全解析を行うこと。 

 

 

 

c. 実機での蒸気条件を考慮しても，要求される機能を

損なわないことを蒸気曝露試験により確認した保護カ

バーやパッキン等による蒸気防護措置がなされている

こと。 

c. 実機での蒸気条件を考慮しても，要求される機能

を損なわないことを蒸気曝露試験により確認した保護

カバーやパッキン等による蒸気防護措置がなされてい

ること。 

 

 

 

d. 防護すべき設備のうち重大事故防止設備について

は，蒸気影響により設計基準対象施設の安全機能と同時

にその機能が損なわれる恐れのないこと，重大事故等対

処設備であって重大事故防止設備ではない設備は，修復

性等も考慮の上，できる限り内部溢水に対する頑健性を

確保すること及び設計基準対処施設の機能に期待せず

に，重大事故等対処設備によりプラントの安全性に関す

る主要な機能（未臨界移行，燃料冷却，格納容器除熱及

び使用済燃料貯蔵プール注水）が喪失することがないこ

と。 

d. 防護すべき設備のうち重大事故防止設備について

は，蒸気影響により設計基準対象施設の安全機能と同

時にその機能が損なわれる恐れのないこと，重大事故

等対処設備であって重大事故防止設備ではない設備

は，修復性等も考慮の上，できる限り内部溢水に対する

頑健性を確保すること及び設計基準対処施設の機能に

期待せずに，重大事故等対処設備によりプラントの安

全性に関する主要な機能（未臨界移行，燃料冷却，格納

容器除熱及び使用済燃料貯蔵プール注水）が喪失する

ことがないこと。 
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(3) 評価結果 

 蒸気漏えい発生区画内での漏えい蒸気による影響，区

画間を拡散する漏えい蒸気による影響及び漏えい蒸気

の直接噴出による影響に対し，防護すべき設備は，判定

基準のいずれかを満足することから，要求される機能を

損なうおそれはない。具体的な評価結果を第 2－3 表に

示す。 

(3) 評価結果 

蒸気漏えい発生区画内での漏えい蒸気による影響，

区画間を拡散する漏えい蒸気による影響及び漏えい蒸

気の直接噴出による影響に対し，防護すべき設備は，判

定基準のいずれかを満足することから，要求される機

能を損なうおそれはない。具体的な評価結果を表 2－3

に示す。 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

  

 

 

 

 

 

 

第 2－3表 蒸気影響評価結果 

 

 

表 2－3 蒸気影響評価結果 

 

・表現上の差異 

 

・表現上の差異 

（設備名称の差異） 
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74 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

青字：島根 2 号及び柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機(本体)と柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機との差異 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 
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2.2 使用済燃料貯蔵プールのスロッシング後の機能維

持に対する評価 

(1) 評価方法 

 基準地震動Ｓｓによる地震力によって生じる使用済

燃料貯蔵プールのスロッシングによる使用済燃料貯蔵

プール水位の低下が，使用済燃料貯蔵プールの冷却機能

及び給水機能が確保でき，適切な水温及び遮蔽水位を維

持する機能に与える影響を評価する。 

2.2 使用済燃料貯蔵プールのスロッシング後の機能

維持に対する評価 

(1) 評価方法 

基準地震動Ｓｓによる地震力によって生じる使用済

燃料貯蔵プールのスロッシングによる使用済燃料貯蔵

プール水位の低下が，使用済燃料貯蔵プールの冷却機

能及び給水機能が確保でき，適切な水温及び遮蔽水位

を維持する機能に与える影響を評価する。 

 

  

 

 スロッシングによって使用済燃料貯蔵プール外へ流

出する溢水等により，使用済燃料貯蔵プールの冷却機能

及び使用済燃料貯蔵プールへの給水機能を有する系統

の防護すべき設備については，「2.1.1 没水影響に対す

る評価」及び「2.1.2 被水影響に対する評価」における

溢水影響評価において，機能喪失しないことを確認して

いる。 

 使用済燃料貯蔵プールのスロッシングによる溢水量

は，Ⅴ-1-1-9-3「溢水評価条件の設定」にて算出した溢

水量とする。 

スロッシングによって使用済燃料貯蔵プール外へ流

出する溢水等により，使用済燃料貯蔵プールの冷却機

能及び使用済燃料貯蔵プールへの給水機能を有する系

統の防護すべき設備については，「2.1.1 没水影響に

対する評価」及び「2.1.2 被水影響に対する評価」に

おける溢水影響評価において，機能喪失しないことを

確認している。 

使用済燃料貯蔵プールのスロッシングによる溢水量

は，Ⅵ-1-1-9-3「溢水評価条件の設定」にて算出した溢

水量とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

   

 

(2) 判定基準 

 使用済燃料貯蔵プールの機能維持に関する判定基準

を以下に示す。 

(2) 判定基準 

使用済燃料貯蔵プールの機能維持に関する判定基準

を以下に示す。 

 

 

 

a. スロッシング後の使用済燃料貯蔵プール水位が，使

用済燃料貯蔵プールの冷却機能（水温 65℃以下），及び

使用済燃料の放射線に対する遮蔽水位（オーバーフロー

水位付近）を満足するために必要な水位を維持するこ

と。 

a. スロッシング後の使用済燃料貯蔵プール水位が，

使用済燃料貯蔵プールの冷却機能（水温 65℃以下），及

び使用済燃料の放射線に対する遮蔽水位（オーバーフ

ロー水位付近）を満足するために必要な水位を維持す

ること。 

 

 

 

 

b. 使用済燃料貯蔵プールの冷却機能及び給水機能を

有する系統の防護すべき設備が設置されている溢水防

護区画において，スロッシングによる溢水等による水位

が，防護すべき設備の機能喪失高さを上回らないこと。

その際，溢水の流入状態，溢水源からの距離，人のアク

セス等による一般的な水位変動を考慮し，発生した溢水

による水位に対して 50mm 以上の裕度が確保されている

こと。さらに，溢水防護区画への資機材の持ち込み等に

よる床面積の影響を考慮すること。 

b. 使用済燃料貯蔵プールの冷却機能及び給水機能を

有する系統の防護すべき設備が設置されている溢水防

護区画において，スロッシングによる溢水等による水

位が，防護すべき設備の機能喪失高さを上回らないこ

と。その際，溢水の流入状態，溢水源からの距離，人の

アクセス等による一時的な水位変動を考慮し，発生し

た溢水による水位に対して 50mm以上の裕度が確保され

ていること。さらに，溢水防護区画への資機材の持ち込

み等による床面積の影響を考慮すること。 

 

 

 

 

 

・記載の適正化 
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(3) 評価結果 

 スロッシング後の使用済燃料貯蔵プール水位は，一時

的にオーバーフロー水位を下回るが，プール水温が 65℃

となるまでに使用済燃料貯蔵プールの冷却機能及び使

用済燃料貯蔵プールへの給水機能を有する系統による

給水，冷却が可能であり，冷却機能維持への影響がない

ことを確認した。使用済燃料貯蔵プールのスロッシング

後の評価結果を第 2－4 表に給水機能及び冷却機能に関

する設備の評価結果は「2.1.1 没水影響に対する評

価」，「2.1.2 被水影響に対する評価」及び「2.1.3 蒸

気影響に対する評価」に示す。 

(3) 評価結果 

スロッシング後の使用済燃料貯蔵プール水位は，一

時的にオーバーフロー水位を下回るが，プール水温が

65℃となるまでに使用済燃料貯蔵プールの冷却機能及

び使用済燃料貯蔵プールへの給水機能を有する系統に

よる給水，冷却が可能であり，冷却機能維持への影響が

ないことを確認した。使用済燃料貯蔵プールのスロッ

シング後の評価結果を表 2－4に給水機能及び冷却機能

に関する設備の評価結果は「2.1.1 没水影響に対する

評価」，「2.1.2 被水影響に対する評価」及び「2.1.3 

蒸気影響に対する評価」に示す。 

 

  

 

第 2－4 表 使用済燃料貯蔵プールのスロッシング後の

プール水位 

 

表 2－4 使用済燃料貯蔵プールのスロッシング後のプ

ール水位 

 

・表現上の差異 

 

・プラント固有条件の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 

 

 

  

2.3 防護すべき設備を内包するエリア外及び建屋外か

らの溢水に対する評価 

 Ⅴ-1-1-9-3「溢水評価条件の設定」にて設定した防護

すべき設備を内包するエリア外及び建屋外で発生を想

定する溢水による防護すべき設備に対する影響を評価

2.3 防護すべき設備を内包するエリア外及び建屋外

からの溢水に対する評価 

Ⅵ-1-1-9-3「溢水評価条件の設定」にて設定した防護

すべき設備を内包するエリア外及び建屋外で発生を想

定する溢水による防護すべき設備に対する影響を評価

 

 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 



 

78 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

青字：島根 2 号及び柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機(本体)と柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機との差異 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

 する。 する。 

  2.3.1 タービン建屋内の循環水ポンプを設置するエリ

アからの溢水に対する評価 

(1) 評価方法 

 Ⅴ-1-1-9-3「溢水評価条件の設定」において，タービ

ン建屋内の循環水ポンプを設置するエリアからの溢水

が，防護すべき設備に対する影響を評価する。 

2.3.1 タービン建屋内の循環水ポンプを設置するエ

リアからの溢水に対する評価 

(1) 評価方法 

Ⅵ-1-1-9-3「溢水評価条件の設定」において，タービ

ン建屋内の循環水ポンプを設置するエリアからの溢水

が，防護すべき設備に対する影響を評価する。 

 

 

 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

  タービン建屋内の循環水ポンプを設置するエリアに

おける溢水については，循環水ポンプ電動機が浸水する

までの間に生じる溢水量を算出する。 

タービン建屋内の循環水ポンプを設置するエリアにお

ける溢水については，循環水ポンプ電動機が浸水する

までの間に生じる溢水量を算出する。 

 

 

  循環水ポンプ吐出弁は，循環水ポンプ停止後も閉止し

ないと仮定し，配管の圧損については保守的に考慮しな

い。 

循環水ポンプ吐出弁は，循環水ポンプ停止後も閉止

しないと仮定し，配管の圧損については保守的に考慮

しない。 

 

 (2) 判定基準 

 タービン建屋内の循環水ポンプを設置するエリアか

ら発生を想定する溢水が原子炉建屋，タービン建屋内の

非常用海水冷却系を設置するエリア，コントロール建屋

及び廃棄物処理建屋に設置する防護すべき設備の要求

される機能を損なうおそれがないこと。 

(2) 判定基準 

タービン建屋内の循環水ポンプを設置するエリアか

ら発生を想定する溢水が原子炉建屋，タービン建屋内

の原子炉補機冷却系設置エリア，コントロール建屋及

び廃棄物処理建屋に設置する防護すべき設備の要求さ

れる機能を損なうおそれがないこと。 

 

 

 

・記載の適正化 

（設置許可の表現にあわせて記載を適正化） 

 

 (3) 評価結果 

 タービン建屋内で発生する溢水水位は，Ⅴ-1-1-9-3

「溢水評価条件の設定」のうち「2.3 地震に起因する

機器の破損等により生じる溢水（使用済燃料貯蔵プール

等のスロッシングにより生じる溢水を含む。）」において

設定される溢水量より算出する。 

(3) 評価結果 

タービン建屋内で発生する溢水水位は，Ⅵ-1-1-9-3

「溢水評価条件の設定」のうち「2.3 地震に起因する

機器の破損等により生じる溢水（使用済燃料貯蔵プー

ル等のスロッシングにより生じる溢水を含む。）」にお

いて設定される溢水量より算出する。 

 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

  地震発生後から循環水ポンプ停止までにおけるター

ビン建屋内の循環水ポンプを設置するエリアの溢水量

（浸水水位）は約 4649m3（T.M.S.L.約＋11.85m）である。 

地震発生後から循環水ポンプ停止までにおけるター

ビン建屋内の循環水ポンプを設置するエリアの溢水量

（浸水水位）は約 4721m3（T.M.S.L.約＋12.18m）である。 

 

 

・プラント固有条件の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 
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  タービン建屋内の循環水ポンプを設置するエリアと

防護すべき設備を設置する原子炉建屋及びタービン建

屋内の非常用海水冷却系を設置するエリアとの境界に

はⅤ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」に示

す溢水伝播防止対策を実施しており，保守的に浸水量を

評価しても，防護すべき設備が要求される機能を損なう

おそれはない。 

タービン建屋内の循環水ポンプを設置するエリアと

防護すべき設備を設置するタービン建屋内の原子炉補

機冷却系設置エリアとの境界にはⅥ-1-1-9-5「溢水防

護に関する施設の詳細設計」に示す溢水伝播防止対策

を実施しており，保守的に浸水量を評価しても，防護す

べき設備が要求される機能を損なうおそれはない。 

・記載の適正化 

（タービン建屋内の循環水ポンプを設置するエリアは

原子炉建屋に接していないため，記載を適正化） 

（設置許可の表現にあわせて記載を適正化） 

 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

  なお，溢水影響を評価するために想定する機器の破損

等による溢水及び発電所内で生じる異常事態（火災を含

む。）の拡大防止のために設置される系統からの放水に

よる溢水により発生する溢水量は，地震による溢水量よ

り少ないことから，地震による溢水の評価に包含され

る。地震による溢水の評価結果を第 2－5表に示す。 

なお，溢水影響を評価するために想定する機器の破

損等による溢水及び発電所内で生じる異常事態（火災

を含む。）の拡大防止のために設置される系統からの放

水による溢水により発生する溢水量は，地震による溢

水量より少ないことから，地震による溢水の評価に包

含される。地震による溢水の評価結果を表 2－5に示す。 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

 第 2－5 表 タービン建屋循環水ポンプエリアの溢水量

及び浸水水位 

 

表 2－5 タービン建屋循環水ポンプエリアの溢水量及

び浸水水位 

 

・表現上の差異 

 

・プラント固有条件の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 

 

 

 

   

 

2.3.2 タービン建屋内の復水器を設置するエリアから

の溢水に対する評価 

(1) 評価方法 

 Ⅴ-1-1-9-3「溢水評価条件の設定」において，タービ

ン建屋内の復水器を設置するエリアからの溢水が，防護

すべき設備に対する影響を評価する。 

2.3.2 タービン建屋内の復水器を設置するエリアか

らの溢水に対する評価 

(1) 評価方法 

Ⅵ-1-1-9-3「溢水評価条件の設定」において，タービ

ン建屋内の復水器を設置するエリアからの溢水が，防

護すべき設備に対する影響を評価する。 

 

 

 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

 

 

 タービン建屋内の復水器を設置するエリアにおける

溢水については，耐震Ｂ，Ｃクラス機器の破損に伴う溢

水量と，循環水ポンプを停止し，復水器水室出入口弁を

閉止するまでの間に生じる溢水量を合算した溢水量を

算出する。溢水量の算出に当たっては，サイフォン効果

を考慮する。 

タービン建屋内の復水器を設置するエリアにおける

溢水については，耐震Ｂ，Ｃクラス機器の破損に伴う溢

水量と，循環水ポンプを停止し，復水器水室出入口弁を

閉止するまでの間に生じる溢水量を合算した溢水量を

算出する。溢水量の算出に当たっては，サイフォン効果

を考慮する。 
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(2) 判定基準 

 タービン建屋内の復水器を設置するエリアから発生

を想定する溢水が原子炉建屋及びタービン建屋内の非

常用海水冷却系を設置するエリア，コントロール建屋及

び廃棄物処理建屋に設置する防護すべき設備の要求さ

れる機能を損なうおそれがないこと。 

(2) 判定基準 

タービン建屋内の復水器を設置するエリアから発生

を想定する溢水が原子炉建屋，タービン建屋内の原子

炉補機冷却系設置エリア，コントロール建屋及び廃棄

物処理建屋に設置する防護すべき設備の要求される機

能を損なうおそれがないこと。 

 

 

・記載の適正化 

（設置許可の表現にあわせて記載を適正化） 

 

   

 

 

(3) 評価結果 

 タービン建屋内で発生する溢水水位は，Ⅴ-1-1-9-3

「溢水評価条件の設定」のうち「2.3 地震に起因する

機器の破損等により生じる溢水（使用済燃料貯蔵プール

等のスロッシングにより生じる溢水を含む。）」において

設定される溢水量より算出する。 

3) 評価結果 

タービン建屋内で発生する溢水水位は，Ⅵ-1-1-9-3

「溢水評価条件の設定」のうち「2.3 地震に起因する

機器の破損等により生じる溢水（使用済燃料貯蔵プー

ル等のスロッシングにより生じる溢水を含む。）」にお

いて設定される溢水量より算出する。 

 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

 

 

 

 地震発生後から破損箇所隔離までの期間におけるタ

ービン建屋内の復水器を設置するエリアの溢水量（浸水

水位）は約 23750m3（T.M.S.L.約＋2.40m）である。 

地震発生後から破損箇所隔離までの期間におけるタ

ービン建屋内の復水器を設置するエリアの溢水量（浸

水水位）は約 17500m3（T.M.S.L.約＋0.19m）である。 

 

 

・プラント固有条件の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 

 

 

 

 タービン建屋内の復水器を設置するエリアと防護す

べき設備を設置する原子炉建屋及びタービン建屋熱交

換器エリアとの境界には，Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関す

る施設の詳細設計」に示す溢水伝播防止対策を実施して

おり，保守的に浸水量を評価しても，防護すべき設備が

要求される機能を損なうおそれはない。 

タービン建屋内の復水器を設置するエリアと防護す

べき設備を設置する原子炉建屋及びタービン建屋内の

原子炉補機冷却系設置エリアとの境界には，Ⅵ-1-1-9-

5「溢水防護に関する施設の詳細設計」に示す溢水伝播

防止対策を実施しており，保守的に浸水量を評価して

も，防護すべき設備が要求される機能を損なうおそれ

はない。 

・記載の適正化 

（設置許可の表現にあわせて記載を適正化） 

 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 なお，溢水影響を評価するために想定する機器の破損

等による溢水及び発電所内で生じる異常事態（火災を含

む。）の拡大防止のために設置される系統からの放水に

よる溢水により発生する溢水量は，地震による溢水量よ

り少ないことから，地震による溢水の評価に包含され

る。地震による溢水の評価結果を第 2－6表に示す。 

なお，溢水影響を評価するために想定する機器の破損

等による溢水及び発電所内で生じる異常事態（火災を

含む。）の拡大防止のために設置される系統からの放水

による溢水により発生する溢水量は，地震による溢水

量より少ないことから，地震による溢水の評価に包含

される。地震による溢水の評価結果を表 2－6に示す。 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 
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第 2－6 表 タービン建屋内の復水器を設置するエリア

の溢水量及び溢水水位 

 

 

表 2－6 タービン建屋内の復水器を設置するエリアの

溢水量及び溢水水位 

 

・表現上の差異 

 

・プラント固有条件の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 

 

 

  

   

 

2.3.3 タービン建屋内のタービン補機冷却水系熱交換

器を設置するエリアからの溢水に対する評価 

(1) 評価方法 

 Ⅴ-1-1-9-3「溢水評価条件の設定」において，タービ

ン建屋内のタービン補機冷却水系熱交換器を設置する

エリアからの溢水が，防護すべき設備に対する影響を評

価する。 

2.3.3 タービン建屋内のタービン補機冷却水系熱交

換器を設置するエリアからの溢水に対する評価 

(1) 評価方法 

Ⅵ-1-1-9-3「溢水評価条件の設定」において，タービ

ン建屋内のタービン補機冷却水系熱交換器を設置する

エリアからの溢水が，防護すべき設備に対する影響を

評価する。 

 

 

 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

 

 

 タービン建屋内のタービン補機冷却水系熱交換器を

設置するエリアにおける溢水については，耐震Ｂ,Ｃク

ラス機器の破損に伴う溢水量と，タービン補機冷却海水

系配管の破損により生じる溢水量を算出する。溢水量の

算出に当たっては，タービン補機冷却海水ポンプを停止

し，吐出弁を閉止するまでの間に生じる溢水量を合算し

た溢水量を算出する。 

タービン建屋内のタービン補機冷却水系熱交換器を

設置するエリアにおける溢水については，耐震Ｂ,Ｃク

ラス機器の破損に伴う溢水量と，タービン補機冷却海

水系配管の破損により生じる溢水量を算出する。溢水

量の算出に当たっては，タービン補機冷却海水ポンプ

を停止し，吐出弁を閉止するまでの間に生じる溢水量

を合算した溢水量を算出する。 

 

   

 

(2) 判定基準 

 タービン建屋内のタービン補機冷却水系熱交換器を

設置するエリアから発生を想定する溢水が原子炉建屋

及びタービン建屋内の非常用海水系を設置するエリア，

コントロール建屋及び廃棄物処理建屋に設置されてい

る防護すべき設備の要求される機能を損なうおそれが

ないこと。 

(2) 判定基準 

タービン建屋内のタービン補機冷却水系熱交換器を

設置するエリアから発生を想定する溢水が原子炉建

屋，タービン建屋内の原子炉補機冷却系設置エリア，コ

ントロール建屋及び廃棄物処理建屋に設置されている

防護すべき設備の要求される機能を損なうおそれがな

いこと。 

 

 

 

 

・記載の適正化 

（設置許可の表現にあわせて記載を適正化） 

 

   

 

(3) 評価結果 

 タービン建屋内で発生する溢水水位は，Ⅴ-1-1-9-3

「溢水評価条件の設定」のうち「2.3 地震に起因する

(3) 評価結果 

タービン建屋内で発生する溢水水位は，Ⅵ-1-1-9-3

「溢水評価条件の設定」のうち「2.3 地震に起因する

 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 
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機器の破損等により生じる溢水（使用済燃料貯蔵プール

等のスロッシングにより生じる溢水を含む。）」において

設定される溢水量より算出する。 

機器の破損等により生じる溢水（使用済燃料貯蔵プー

ル等のスロッシングにより生じる溢水を含む。）」にお

いて設定される溢水量より算出する。 

 

 

 

 タービン建屋内のタービン補機冷却水系熱交換器を

設置するエリアにおける，タービン補機冷却海水系配管

破損により生じる溢水量，タービン補機冷却海水ポンプ

を停止し，吐出弁を閉止するまでの間に生じる溢水量を

合算した溢水量は（浸水水位）は約 2080m3（T.M.S.L.約

-0.80m）である。 

地震発生後から破損箇所隔離までの期間におけるタ

ービン建屋内のタービン補機冷却水系熱交換器を設置

するエリアの溢水量（浸水水位）は約 2401m3（T.M.S.L.

約-0.38m）である。 

 

・記載の適正化 

（「2.3.2 タービン建屋内の復水器を設置するエリア

からの溢水に対する評価」の表現にあわせて，記載を適

正化） 

 

 

 

 

 

 タービン建屋内のタービン補機冷却水系熱交換器を

設置するエリアと防護すべき設備を設置する原子炉建

屋及びタービン建屋内の非常用海水系を設置するエリ

アとの境界には，Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の

詳細設計」に示す溢水伝播防止対策を実施しており，保

守的に浸水量を評価しても，防護すべき設備が要求され

る機能を損なうおそれはない。 

タービン建屋内のタービン補機冷却水系熱交換器を

設置するエリアと防護すべき設備を設置するタービン

建屋内の原子炉補機冷却系設置エリアとの境界には，

Ⅵ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」に示す

溢水伝播防止対策を実施しており，保守的に浸水量を

評価しても，防護すべき設備が要求される機能を損な

うおそれはない。 

 

・記載の適正化 

（タービン建屋内のタービン補機冷却水系熱交換器を

設置するエリアは原子炉建屋に接していないため，記載

を適正化） 

（設置許可の表現にあわせて記載を適正化） 

 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

 

 なお，溢水影響を評価するために想定する機器の破損

等による溢水及び発電所内で生じる異常事態（火災を含

む。）の拡大防止のために設置される系統からの放水に

よる溢水により発生する溢水量は，地震による溢水量よ

り少ないことから，地震による溢水の評価に包含され

る。地震による溢水の評価結果を第 2－7表に示す。 

なお，溢水影響を評価するために想定する機器の破

損等による溢水及び発電所内で生じる異常事態（火災

を含む。）の拡大防止のために設置される系統からの放

水による溢水により発生する溢水量は，地震による溢

水量より少ないことから，地震による溢水の評価に包

含される。地震による溢水の評価結果を表 2－7に示す。 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

 

 

 

第 2－7 表 タービン建屋内のタービン補機冷却水系熱

交換器を設置するエリアの溢水量及び溢水水位 

 

表 2－7 タービン建屋内のタービン補機冷却水系熱交

換器を設置するエリアの溢水量及び溢水水位 

 

・表現上の差異 

 

・プラント固有条件の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 
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2.3.4 屋外タンクからの溢水に対する評価 

(1) 評価方法 

 防護すべき設備が内包されている建屋の近傍に設置

されているタンクの溢水としては，耐震Ｂ，Ｃクラスの

タンクが，地震に起因する機器の破損等により生じる溢

水が防護すべき設備に対する影響を評価する。また，耐

震Ｓクラスのタンクについても溢水影響を評価するた

めに想定する機器の破損等により生じる溢水が防護す

べき設備に対する影響を評価する。 

2.3.4 屋外タンクからの溢水に対する評価 

(1) 評価方法 

防護すべき設備が内包されている建屋の近傍に設置

されているタンクの溢水としては，耐震Ｂ，Ｃクラスの

タンクが，地震に起因する機器の破損等により生じる

溢水が防護すべき設備に対する影響を評価する。また，

耐震Ｓクラスのタンクについても溢水影響を評価する

ために想定する機器の破損等により生じる溢水が防護

すべき設備に対する影響を評価する。 

 

・差異なし 

 

 屋外タンクの地震起因破損に伴う溢水としては，第 2

－2 図及び第 2－8 表に示す屋外タンクのうち①No.3 純

水タンク，②No.4 純水タンク，③No.3 ろ過水タンク，

④No.4 ろ過水タンクの合計容量による溢水影響を評価

する。その他のタンク（⑦～⑫）による溢水の影響評価

はその評価に包含されることとする。 

屋外タンクの地震起因破損に伴う溢水としては，図 2

－2及び表 2－8に示す屋外タンクのうち①No.3純水タ

ンク，②No.4純水タンク，③No.3ろ過水タンク，④No.4

ろ過水タンクの合計容量による溢水影響を評価する。

その他のタンク（⑦～⑫）による溢水の影響評価はその

評価に包含されることとする。 

・表現上の差異 

 

 

 また，溢水影響を評価するために想定する機器の破損

等により生じる溢水については，⑤6号機軽油タンク，

⑥7号機軽油タンクの計 2つのタンク容量の合計を考慮

するが，これも屋外タンクの地震起因破損に伴う溢水に

包含されることとする。評価に用いる流体解析コード

FINAS／CFD の検証，妥当性確認等の概要については，別

紙 1「計算機プログラム（解析コード）」の概要に示す。 

また，溢水影響を評価するために想定する機器の破

損等により生じる溢水については，⑤6 号機軽油タン

ク，⑥7号機軽油タンクの計 2つのタンク容量の合計を

考慮するが，これも屋外タンクの地震起因破損に伴う

溢水に包含されることとする。評価に用いる流体解析

コード FINAS／CFDの検証，妥当性確認等の概要につい

ては，別紙 1「計算機プログラム（解析コード）」の概要

に示す。 
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第 2－2図 屋外タンクの配置 

 

図 2－2 屋外タンクの配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 
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第 2－8表 屋外タンクの種類と容量 

 

表 2－8 屋外タンクの種類と容量 

 

・表現上の差異 
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(2) 判定基準 

 屋外タンクからの溢水が溢水防護区画内への浸水経

路に対して伝播することがなく，屋外に設置する防護す

べき設備は，要求される機能を損なうおそれがないこ

と。 

(2) 判定基準 

屋外タンクからの溢水が溢水防護区画内への浸水経

路に対して伝播することがなく，屋外に設置する防護

すべき設備は，要求される機能を損なうおそれがない

こと。 

・差異なし 

   

 

(3) 評価結果 

 耐震Ｂ，Ｃクラスの屋外タンクからの溢水が地表部よ

り直接伝播する防護すべき設備（軽油タンク，格納容器

圧力逃がし装置）については，最大溢水水位である 1.5m

よりも高い堰，壁を設置しており，耐震Ｓクラスのタン

クからの溢水については，耐震Ｂ，Ｃクラスからの溢水

水位より低いことから，耐震Ｂ，Ｃクラスからの溢水の

影響評価に包含される。 

(3) 評価結果 

耐震Ｂ，Ｃクラスの屋外タンクからの溢水が地表部

より直接伝播する防護すべき設備（軽油タンク，格納容

器圧力逃がし装置）については，最大溢水水位である

1.5m よりも高い堰，壁を設置しており，耐震Ｓクラス

のタンクからの溢水については，耐震Ｂ，Ｃクラスから

の溢水水位より低いことから，耐震Ｂ，Ｃクラスからの

溢水の影響評価に包含される。 

・差異なし 

 

 また，Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」

に示す溢水伝播防止対策を実施していることから，防護

すべき設備が要求される機能を損なうおそれはない。屋

外タンクからの溢水による溢水防護区画に対する評価

結果を第 2－9表に示す。 

また，Ⅵ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設

計」に示す溢水伝播防止対策を実施していることから，

防護すべき設備が要求される機能を損なうおそれはな

い。屋外タンクからの溢水による溢水防護区画に対す

る評価結果を表 2－9に示す。 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

 

 

・表現上の差異 
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第 2－9 表 屋外タンク破損による溢水防護区画に対す

る評価結果 

 

 

表 2－9 屋外タンク破損による溢水防護区画に対する

評価結果 

 

・表現上の差異 

 

・差異なし 
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 2.3.5 淡水貯水池からの溢水に対する評価 

(1) 評価方法 

 溢水影響を評価するために想定する機器の破損等に

より生じる溢水が防護すべき設備に対する影響を評価

する。淡水貯水池からの溢水量は，Ⅴ-1-1-9-3「溢水評

価条件の設定」にて算出した溢水量とする。 

 淡水貯水池と送水設備の配置を第 2－3図に示す。 

2.3.5 淡水貯水池からの溢水に対する評価 

(1) 評価方法 

溢水影響を評価するために想定する機器の破損等に

より生じる溢水が防護すべき設備に対する影響を評価

する。淡水貯水池からの溢水量は，Ⅵ-1-1-9-3「溢水評

価条件の設定」にて算出した溢水量とする。 

淡水貯水池と送水設備の配置を図 2－3に示す。 

 

 

 

 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

・表現上の差異 

 

 

第 2－3図 淡水貯水池と送水設備の配置 

 

図 2－3 淡水貯水池と送水設備の配置 

・記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

 (2) 判定基準 

 淡水貯水池及び送水設備からの溢水が溢水防護区画

内に伝播するおそれがなく，屋外の防護すべき設備が要

求される機能を損なうおそれがないこと。 

(2) 判定基準 

淡水貯水池及び送水設備からの溢水が溢水防護区画

内に伝播するおそれがなく，屋外の防護すべき設備が

要求される機能を損なうおそれがないこと。 

・差異なし 

 (3) 評価結果 

 淡水貯水池及び送水設備からの溢水は構内に設置さ

れる海域へと繋がる排水路網により陸域から海域に排

水される。また，排水路の機能が期待出来ないとしても，

その浸水深は 10cm 程度であることから淡水貯水池及び

送水設備からの溢水が，防護すべき設備が要求される機

能を損なうおそれはない。 

 

 

(3) 評価結果 

淡水貯水池及び送水設備からの溢水は構内に設置さ

れる海域へと繋がる排水路網により陸域から海域に排

水される。また，排水路の機能が期待出来ないとして

も，その浸水深は 10cm程度であることから淡水貯水池

及び送水設備からの溢水が，防護すべき設備が要求さ

れる機能を損なうおそれはない。 

・差異なし 



 

94 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

青字：島根 2 号及び柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機(本体)と柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機との差異 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

   

 

2.3.6 地下水に対する評価 

 地下水を排水するための 7号機地下水排水設備は，基

準地震動Ｓｓによる地震力に対してその機能を損なわ

ない設計とすることから，地震時でも機能喪失すること

なく地下水を排水可能である。 

2.3.6 地下水に対する評価 

地下水を排水するための 6 号機地下水排水設備は，

基準地震動Ｓｓによる地震力に対してその機能を損な

わない設計とすることから，地震時でも機能喪失する

ことなく地下水を排水可能である。 

 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

 

  

 

 よって，溢水防護区画を内包する建屋内の防護すべき

設備が要求される機能を損なうおそれはない。 

 7 号機地下水排水設備の設計方針については，Ⅴ-1-

1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」に示す。 

よって，溢水防護区画を内包する建屋内の防護すべ

き設備が要求される機能を損なうおそれはない。 

6 号機地下水排水設備の設計方針については，Ⅵ-1-

1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」に示す。 

 

 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

   

   

 

2.4 管理区域外への漏えい防止に対する評価 

(1) 評価方法 

 発電用原子炉施設内の放射性物質を含む液体を内包

する容器，配管その他の設備からあふれ出る放射性物質

を含む液体が，管理区域外へ漏えいするおそれがないこ

とを評価する。 

2.4 管理区域外への漏えい防止に対する評価 

(1) 評価方法 

発電用原子炉施設内の放射性物質を含む液体を内包

する容器，配管その他の設備からあふれ出る放射性物

質を含む液体が，管理区域外へ漏えいするおそれがな 

いことを評価する。 

 

 

 

 Ⅴ-1-1-9-3「溢水評価条件の設定」で設定した溢水源，

溢水量，溢水防護区画及び溢水経路を踏まえ，管理区域

内での放射性物質を含む液体の溢水水位は「2.1.1 没

水影響に対する評価」における算出方法により評価す

る。 

Ⅵ-1-1-9-3「溢水評価条件の設定」で設定した溢水

源，溢水量，溢水防護区画及び溢水経路を踏まえ，管理

区域内での放射性物質を含む液体の溢水水位は「2.1.1 

没水影響に対する評価」における算出方法により評価

する。 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

 

 

 管理区域外へ放射性物質を含む液体が伝播するおそ

れがある溢水防護区画における溢水水位と放射性物質

を含む液体が管理区域外へ伝播することを防止する対

策高さを比較し，放射性物質を含む液体が管理区域外へ

伝播するおそれがないことを評価する。 

管理区域外へ放射性物質を含む液体が伝播するおそ

れがある溢水防護区画における溢水水位と放射性物質

を含む液体が管理区域外へ伝播することを防止する対 

策高さを比較し，放射性物質を含む液体が管理区域外

へ伝播するおそれがないことを評価する。 

 

   

 

 

 

 

(2) 判定基準 

 発生を想定する放射性物質を含む液体の溢水水位が，

管理区域外へ伝播を防止する対策を実施する高さを越

えず，放射性物質を含む液体が管理区域外へ伝播するお

それがないこと。 

(2) 判定基準 

発生を想定する放射性物質を含む液体の溢水水位

が，管理区域外へ伝播を防止する対策を実施する高さ

を越えず，放射性物質を含む液体が管理区域外へ伝播

するおそれがないこと。 

 



 

95 
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青字：島根 2 号及び柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機(本体)と柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機との差異 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

   

 

(3) 評価結果 

 発生を想定する放射性物質を含む液体の溢水水位は，

管理区域外へ伝播を防止する対策を実施する高さを超

えないことから，放射性物質を含む液体は管理区域外へ

伝播するおそれがない。 

 評価結果を第 2－10表に示す。 

(3) 評価結果 

発生を想定する放射性物質を含む液体の溢水水位

は，管理区域外へ伝播を防止する対策を実施する高さ

を超えないことから，放射性物質を含む液体は管理区

域外へ伝播するおそれがない。 

評価結果を表 2－10に示す。 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

  

 

第 2－10表 管理区域外伝播防止の評価結果 

 

表 2－10 管理区域外伝播防止の評価結果 

 

・表現上の差異 

 

・プラント固有条件の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 

 

 


